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16分55秒
優勝 千葉隆 4区
マラソン上位10名

愛のキューピット
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23分13秒

種目 行政区

9位 工藤晃良 2区
21分49秒

10位 佐藤正人 9区

21分21秒
8位 菅原栄信 2区

21分46秒

※グラウンドゴルフで10区の15点は1位の10点にホールインワン1回の5点が加算されたもの

4位 工藤翔 2区
19分21秒

5位 遠藤祐治 先生
19分35秒

  

Hospitality and  Smile 

K.M Y.O 

  

    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 

I.K 

 9月14日(日) 、快晴のもと米川小学校で第54回米川地区市

民運動会が開催されました。各地区は日頃の練習の成果が出

て白熱した試合展開となり、最終種目で優勝が決するという

きわどい接戦となりました。その中で前年度優勝の米川2区は

最終種目の『世代は移る』で断トツのトップとなり、同じ組

み合わせの米川4区を僅か1.5点差で振り切り、見事連覇を成

し遂げました。『目標は高く、去年に続き二連覇を目指す』

のスローガンのもとチーム一丸となった勝利でした。 

今年度最高得点をあげた4区の

「玉入れ競技」。39個の玉を入れ、

得点は19.5点。 

「世代は移る」でトップ

でバトンタッチする2区 見事連覇を果たした2区の表彰式 

mailto:yonekawa.kou@chime.ocn.ne.jp
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練
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、
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。

　
綱
木
之
里
大
名
行
列
と
同

時
に
米
川
商
店
会
に
よ
る
秋

賀
来
ま
つ
り
が
恵
泉
会
駐
車

場
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
つ
り
に
先
立
っ
て

秋　
シ
ュ
ウ
カ
ク

賀
来
ま
つ
り
開
催

屋
が
町
中

ち
ん
ど
ん

ま
し
た
。

が
り
ま
し
た
。
登
米
市
消
防

ン
プ
操
法
の
模
擬
訓
練
が
大

出
す
水
し
ぶ
き
に
歓
声
が
上

ホ
ー
ス
か
ら
勢
い
よ
く
飛
び

勢
の
観
衆
の
前
で
披
露
さ
れ
、

 
八
月
三
十
一
日
登
米
市
消

陶
芸
歴
二
十
六
年
の
ベ
テ
ラ

と
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
7
分
団
の
気

概
を
存
分
に
示

す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
米
川

地
区
市
民
運
動

会
で
は
小
型
ポ

消
防
団
員
募
集

は
5
位
と
健
闘
、

祝
 
河
北
展
入
選

き
び
き
び
と
し
た
放
水
実
技

は
見
る
者
の
目

を
引
付
け
ま
し

た
。
ま
た
九
月

七
日
に
開
催
さ

を
盛
り
上
げ
た
後
、
会
場
で

は
サ
ン
マ
の
つ
か
み
取
り
や

大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

舞
台
で
は
唐
桑
町
か
ら
招
か

れ
た
松
圃
虎
舞
保
存
会
の
勇

五
十
年
前
に
遡
り
、
織
田
信

長
全
盛
の
頃
と
一
致
し
、
当

時
の
城
主
が
八
幡
神
社
を
再

日
の
訓
練
の
成
果
が
実
り
、

所
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
連

よ
る
結
団
式
が
東
和
総
合
支

を
持
っ
た
奴
が
「
お
と
り
か

え
」
の
合
図
で
相
手
に
放
り

綱
木
之
里
大
名
行
列

　
九
月
二
十
一
日
、
晴
天
の

　
第
二
十
三
回
河
北
工
芸
展

建
し
た
時
か
ら
始
め
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
露
払
い

防
団
東
和
支
団
第
7
分
団
に

が
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

を
先
頭
に
騎
馬
先
陣
、
道
中

奉
行
と
続
き
、
狭
箱
・
毛
槍

こ
の
行
列
の
歴
史
は
約
四
百

術
性
だ
け
で
は
な
く
個
性
も

の
入
選
で
す
。
受
賞
に
は
芸

ン
で
今
回
は
十
回
目
の
節
目

で
米
川
七
区
の
菅
原
登
美
雄

ク
で
開
催
さ
れ
、
陶
磁
部
門

氏
の
「
炎
の
祭
り
」
が
み
ご

六
年
度
登
米
市

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。
希
望
者
は
東
和
支
所

団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

名
月
や
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
の
天
主
堂

投
げ
る
儀
式
が
何
度
も
繰
り

返
さ
れ
、
そ
の
度
に
沿
道
の

消
防
団
演
習
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
こ
と
で
す
。
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 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

９月の兼題　　名月、鳥渡る。爽やか

爽
や
か
な
シ
テ
の
摺
り
足
一
の
松

選
者
の
一
句

爽
や
か
や
鱒
渕
ハ
ー
ブ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
及
川
裕
子

丘
に
立
つ
古
き
庁
舎
や
鳥
渡
る

早
朝
の
畑
に
見
上
ぐ
る
渡
り
鳥

名
月
や
光
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可愛らしい

幼児行列 

12 



　 米川新聞　　　平成２６年１０月１日　　　第４２号　３

ちなみに、ドイツ人のお二人は3日後に再び米川を訪れて我が家に2泊し、縁側での昼寝や森の散

歩などを楽しみました。その際、岩渕和也氏・芳子氏宅で日本の稲作 

のことについておしえてもらい、昼食をごちそうになりました。 

普通の観光ではできない希少な体験を米川でしたのではないでしょうか。 

9月21日(日）の綱木之里大名行列に合わせ、前日から体験型観光プロ

グラムを企画しました。米川地域振興会の事業の一環で、綱木之里大名

行列保存会との共催です。 

東京や県内、遠くはドイツから計10名の方が参加。去年の参加者4名

も再訪しました。 

まずは、行列の際に履くわらじを作るところを見学。 

佐藤等氏・首藤徳朗氏を先生に、縄ないやわらじ作りにチャレンジし

ましたが、うまくいかず、先生方の魔法のような手付きに目を見張り

ました。 

夕食はほぼ全て地元の食材で季節の料理。 

大橋久子氏の指導で、参加者みんなで調理しました。 

夕食後は行列や「おとりかえ」の練習です。 

交流会は綱木住民と参加者が交ざって夜中まで盛り上がりました。 

交流会の際、佐藤勇治氏の発案で「翌朝、蚕飼山に登ろう！」という話になり、岩渕伸一氏の案

内で朝5:00頃から蚕飼山山頂へ行き、日の出を拝みました。予想外に見事な雲海が見られました。 

そしていよいよ大名行列本番。 

八幡神社でご祈祷の後、花火の合図と共に出陣

です。 

今年は例年より行列の人数が多かったそうです。 

地域外からの参加に加え、地元の10代の学生

たち・初参加の若者たちが多くいました。 

若い人たちの威勢のいい掛け声が印象的でした。 

直会(なおらい)後、行列で歩いた町を再度ゆっくり観察しました。 

丸森邸の敷地に入れていただき、貴重な建築を及川幸也氏に案内して

いただきました。その後は水かぶりのことについて、後藤建一氏・菅

原淳一氏に解説していただきました。 

地域の小さな範囲にも様々な祭りや歴史があることが垣間見えました。 

保存会の小野寺富雄氏始め多くの方の協力により実現した今回の企画。 

お祭りそのものだけでなく、それを通してこの地域の歴史や文化・自然、そして人々のことを参加

者の皆さんに知ってもらい、再び地域に足を運んでもらうきっかけになったと思います。 

9月20日～21日    

『狼河原を歩く綱木之里大名行列』 開催 

「地元の農家の食

材をいただけたの

が満足でした。」 

「日本語が分からない自分にも、皆さんが全部説明してくれた。みんな親切でフレンドリー」 

「ここの地域の人達本当に面白い。東京でテレビ見ているよりずっと楽しい」 

「古き良き伝統・文化・人々の残る貴重な地域

で潜在的な価値がとても高いと感じました。」 

「正味24時間強。それでこの充実ぶりはす

ばらしい！24時間TVを見るより1000倍タメ

になると言って友人に紹介したいくらいで

【浦田紗智】 

※吹き出しの中は

参加者の声です。 

「今まで食べた日本食の

中で一番おいしかった！」 
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　 23 木
1 水 ｶﾗｵｹ教室 24 金 元気！東和、山野草展
2 木 25 土 山野草展
3 金 手づくり文化祭第2回実行委員会、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 26 日 山野草展
4 土 27 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾊﾞﾚｰ協会
5 日 米川1区敬老会、ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室 28 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ
6 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾚｸﾀﾞﾝｽ、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ、ﾊﾞﾚｰ協会 29 水 泉趣会
7 火 30 木
8 水 泉趣会 31 金
9 木
10 金 つるし飾り教室、絵手紙教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ 1 土
11 土 登米市 2 日
12 日 米川7区敬老会 3 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾊﾞﾚｰ協会
13 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾊﾞﾝﾋﾞｰｽﾞ、ﾊﾞﾚｰ協会 4 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ
14 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ 5 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
15 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 6 木
16 木 俳句教室 7 金 4老連グラウンドゴルフ大会、あばせﾖｶﾞ
17 金 8 土
18 土 手づくり文化祭前夜祭 9 日
19 日 手づくり文化祭 10 月 ｼﾆｱ体力づくり教室
20 月 登米市、ｼﾆｱ体力づくり教室、ﾊﾞﾚｰ協会 11 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ
21 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ 12 水 泉趣会
22 水 泉趣会  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

よねかわ情報コーナー（催し物）
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４区 102

118 152

288
348

    開催日　　平成26年10月18日　(土)、19日　(日)

    会　　場　　米川公民館

第12回米川手づくり文化祭

行政区

11月の予定

10月の予定

世帯数

　　　　作品展示の部　陶芸、写真、手芸、俳句、児童作品、絵画　ほか
　　　　　前夜祭　　庄司恵子　講演会　、　船島泰　講演会

　　　　芸能発表の部　舞踊、カラオケ、ダンス　ほか
　　　　物産販売の部　地場農林産物、手づくり手工芸品　ほか
　　　　食事販売の部　手づくり昼食

        編集後記 
   暑くもなく寒くもなく過ごしやすい季節とな

りました。読者の皆さんにとってもスポーツの秋・

芸術の秋などを満喫していることと思われます。

公民館でも秋は運動会を始めとして手づくり文

化祭など行事は満載です。是非お誘いあわせの

上ご来場いただけれは幸いです。 

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

庄司恵子 


